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◆アドミッションポリシー◆

大学（学芸学部）

本学は、キリスト教に基づく人格教育とリベラルアーツ教育を基盤とし、人類の福祉と世界の平和への
貢献を目指す人材の養成を教育目的としています。その目的の実現のため、真理への探究心が強く、自
分の夢に向かってチャレンジスピリットを持ち、地域社会や人類全体の福祉に貢献しようとする意欲の
ある人を求めています。

英文学科 国際文化学科

英文学科では、基礎的な英語力があり、英語運用
能力の向上に関心を持ち、さらに英語圏の文化・
文学・言語を積極的に学びながら、自ら問題を見
出し、それを解決しようとする意欲がある人を求
めています。

ヨーロッパ、日本、アジア、アフリカなどの文化
と社会について学びます。多様な価値観と向き合
うことを通して自分の世界を広げたいと考えてい
る方、実際に交流して自分の目で確認したいと思っ
ている方、そうした知識を生かして就職に結び付
けたいとの希望を持っている方を歓迎します。

人間文化学科 日本文学科

人間文化学科では、宗教学・言語学・文化論・日本史・
東洋史・西洋史・日本美術史・西洋美術史・社会学・
地理学・経済学など、人文・社会科学の主要領域
を広く、深く学ぶことができます。こうした学問
に旺盛な知的好奇心を持った人を歓迎します。

日本文学科では、ことば（日本語）に強い関心を
抱き、文学に代表される日本文化のエッセンスと
表現者としてのセンスを総合的に身につけること
によって、アイデンティティを確立したいと願う
人々を求めています。

音楽科 児童教育学科

「音楽」の世界は華やかに見えます。でもそれは、
毎日の地道な練習や作品制作に取り組む根気、自
分の頭で考え抜く強さなしには成り立ちません。
音楽科では、「大好きな音楽とだったら、とことん
つき合える！」という人を歓迎します。

専門知識と実践力を培うための多様なカリュキュ
ラムで、今、子どもと社会が求める教員を養成し
ます。子どもたちを支援し、その育ちに関わるこ
とは責任ある希望に満ちた仕事です。教育に対す
る理想を持ち、その実現のために学びを深めたい
という人を歓迎します。

発達臨床学科 心理行動科学科

心理と福祉の専門性を備え、子どもの発達を総合
的に援助できる人材を育成しています。子どもに
関心があり、そのすこやかな成長・発達を支援す
る意欲や情熱を持った人を求めています。

心理行動科学科では、心理学の学びを通して、人
間の行動や心理に対する理解を深めるとともに、
物事を客観的に考える力、的確に表現する力の獲
得をめざします。人間の行動や心に興味を持ち、
学びに意欲的な人を求めます。

生活文化デザイン学科 食品栄養学科

環境・文化・社会の視点から生活を総合的に捉え、
次世代のライフスタイルをデザイン＝提案できる
人材を育てます。家族、衣食住などの生活と経済、
環境、それらの歴史と文化、建築・インテリア等
のデザインを学び、社会で行かせる実践力を身に
つけたい人を歓迎します。

食品栄養学科では、食を通して私たちの健康を支
える管理栄養士・栄養教諭・養護教諭を養成して
います。そのため、食と健康への問題意識が高く、
化学と生物に関心のある人、そして人とのコミュ
ニケーションを通した仕事をしていきたい人を求
めます。

　本学に入学を志願する方で、身体に障がいや疾病等があり、受験上の特別な配慮を希望する場合は、出願

前に必ず入試広報担当にご相談ください。ただし、希望の特別措置すべてに対応できるとは限りません。ま

た、申請にあたって本学のキャンパス見学を希望する場合も、あらかじめご相談ください。

志願票および出願書類に記載された個人情報は、入学試験や入学後の学籍管理等に使用します。

なお、個人情報を使用する際は取り扱いに十分注意し、目的以外には一切使用いたしません。

個人情報保護について
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2016 年度編入学生募集要項
（一般編入学試験）

○募集学科および募集人員○

英文学科

国際文化学科

人間文化学科

日本文学科

音楽科（実技系・文化系）

児童教育学科

心理行動科学科

生活文化デザイン学科

若干名

※発達臨床学科、食品栄養学科は本年度の募集はありません。

※英文学科は、一般編入学試験または TOEIC 編入学試験（P.6 参照）で受験できます。

○出願資格○

次の 1 ～ 4 のいずれかに該当する女子とします。

ただし、音楽科（実技系）を志願する場合は、次の 1 ～ 3 のいずれかに該当し、さらに５の条件を満たす

方とします。

１．短期大学または高等専門学校を卒業した方および 2016 年 3 月卒業見込みの方。

２．本学以外の大学に 2 年以上在学し、62 単位以上を修得した方および 2016 年 3 月修得見込みの方。

　　（大学在学期間「2 年以上」には、休学期間を含まない）

３．大学を卒業した方および 2016 年 3 月卒業見込みの方。

４．英文学科・国際文化学科・人間文化学科・日本文学科・心理行動科学科・生活文化デザイン学科の場

合には、専修学校の専門課程を修了した方のうち、修業年限が 2 年以上で、かつ課程の修了に必要な

総授業時間数が 1,700 時間以上の専門課程を修了した方および 2016 年 3 月修了見込みの方（学校教

育法第 90 条に規定する大学入学資格を有する方に限る）

５．音楽科（実技系）の場合には、音楽専攻の課程を履修している方。または、短期大学保育科・初等教

育学科の音楽コースもしくは音楽専修（2 年間）を履修している方。

　【注意】

上記 1 ～ 4 の卒業見込み（または修得・修了見込み）による出願資格で受験し、合格して入学手続を

完了した場合であっても、結果として出願資格が満たされなかった場合は、合格は取り消され、入学

手続は無効となります。

　

○出願期間○

2015 年 10 月 23 日（金）～ 10 月 30 日（金）必着

○入学検定料○　30,000 円（銀行取扱期間：2015 年 10 月 1 日（木）～ 10 月 30 日（金））

本学所定の振込用紙（編入学志願票と一連）を使用し、銀行窓口で振り込んでください。ＡＴＭ（現金自

動預け払い機）は使用しないでください。必ず、「取扱銀行収納印」が押印されていることを確認してく

ださい。

（注意）いったん納入された検定料及び提出された書類は、事由のいかんにかかわらず返還いたしません。
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○出願書類○

次の 1 ～ 5 の書類を所定の封筒に入れて、簡易書留で本学に郵送してください。

（本学窓口では取り扱いません）

音楽科に出願する方は 1 ～ 6 の書類を封筒にいれてください。

1 編入学志願票
本学所定の用紙を用い、銀行で入学検定料を振込み「取扱銀行収納印」

を受けたもの。

2
写真

（縦 4cm ×横 3cm　2 枚）

白黒・カラーとも可。出願日前 3 ケ月以内に撮影し、正面を向いて上

半身無帽のもの。

写真裏面に志願学科と氏名を記入し、志願票に貼付すること。

※試験時間中に眼鏡をかける方は、眼鏡をかけて撮影のこと。

3
卒業（修了）証明書または

卒業（修了）見込証明書

出願日前 3 ヶ月以内に作成され、発行元で厳封されたもの。なお、4 年

制大学に在学または中途退学している方は、出身大学の在学期間証明

書を提出すること。

4
単位修得証明書または

単位修得見込証明書

出願日前 3 ヶ月以内に作成され、発行元で厳封されたもの。

( 成績評価を含むもの )

5 連絡カード 本学所定の用紙に、住所・氏名を明記のこと。

6 音楽科専門試験曲目届出票

本学所定の用紙に記入すること。また、声楽専攻者は伴奏用楽譜も併

せて提出すること。ピアノ、弦楽器（チェロ）専攻者、文化系志願者

でピアノを演奏する場合は、演奏するすべての曲の楽譜冒頭ページ（弾

き始めの部分）のコピーを提出すること。

・出願書類がすべてそろっていない場合は受付できませんので、出願の際には十分確認してください。

・出願後の志願学科の変更はできません。

○受験票について○

受験票は願書受付完了後、本人宛に送付します。試験日の２日前になっても受験票が届かない場合は、

必ず入試広報担当にお問い合わせください。

○試験日程○

2015 年 11 月 14 日（土）

学　　科 試験内容 時　　間

英 文 学 科
「英文解釈」「英作文」「英文法」 

「面接」

９:30 ～ 11:00 

11:30 ～

日 本 文 学 科
「小論文」 

「面接」

９:30 ～ 11:00 

11:10 ～

国 際 文 化 学 科 

人 間 文 化 学 科 

心 理 行 動 科 学 科 

生活文化デザイン学科

児 童 教 育 学 科

「小論文」 

「面接」

９:30 ～ 11:00 

11:30 ～

音 楽 科

（実技系・文化系）
「音楽科専門試験」(P.5)( 注 ) 11:00 ～

 ( 注 ) 音楽科文化系は音楽科専門試験のひとつとして「小論文 ( 口述試験を含む )」（60 分）を課します。

○試験場○　本学
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○受験上の注意○

・持参するもの

　・受験票

　・筆記用具（鉛筆、消しゴム）

　・時計《携帯電話は使用不可》

・入室時間

　・試験場には試験開始時刻の 15 分前までに入室してください。

　・試験開始後 20 分を経過してからの入室は原則として認められません。

　・公共交通機関の遅れなど、不可抗力によって遅刻する場合は、入試広報担当に連絡してください。

・その他

　・試験場ではすべて試験監督者の指示にしたがってください。

　・試験会場の下見はできません。

　・不正行為等を行った場合は失格となります。

○合格発表○

2015 年

11 月 19 日（木）13：30（予定）

発表日当日、本人宛に速達郵便で結果通知書を発送します。

なお、遠隔地の受験生への便宜を考慮した補助的な手段として、電話・

インターネットによる「合否照会システム」を利用して合否を確認する

こともできますが、正式には結果通知書でご確認ください。

（本学への電話による問い合わせには一切応じられません）

○入学手続○

2015 年 11 月 24 日（火）～ 11 月 30 日（月）

上記期間内に「入学時納付金 ( 下表参照 )」を銀行窓口で一括納入してください。ＡＴＭ（現金自動預け

払い機）は使用しないでください。入学手続の詳細については「結果通知書」とともに送付する「入学手

続要項」にしたがってください。

期間内に入学手続が完了しない場合は、入学の意思がないものとみなします。

なお、入学手続を完了した後で、入学辞退を希望する場合は、入学金を除く入学時納付金を「入学辞退願

書・授業料等返還願書」の申請に基づき返還します。申請の期限は 2016 年 3 月 31 日 ( 木 ) 必着とします。

○納付金額○

2016 年度は未定ですが、2015 年度納付金は下表のとおりです。

（2015 年度編入学生参考） （単位：円）

 
英文学科

国際文化
学科

人間文化 
学科

日本文学科
音楽科 児童教育 

学科
心理行動 
科学科

生活文化 
デザイン学科実技系 文化系

一

般

入 学 時 納 付 金 728,050 725,250 729,750 733,250 1,150,250 1,025,250 775,250 775,750 808,750 

後期（10月）納付金 433,000 433,000 427,000 427,000 768,500 643,500 481,500 451,500 503,000 

年額納付金合計 1,161,050 1,158,250 1,156,750 1,160,250 1,918,750 1,668,750 1,256,750 1,227,250 1,311,750 

本卒
学業 
　生

入 学 時 納 付 金 448,050 445,250 449,750 453,250 870,250 745,250 495,250 495,750 528,750 

後期（10月）納付金 433,000 433,000 427,000 427,000 768,500 643,500 481,500 451,500 503,000 

年額納付金合計 881,050 878,250 876,750 880,250 1,638,750 1,388,750 976,750 947,250 1,031,750 

【注記】1995 年度以前の本学入学生は、入学金に差額が生じます。
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２０１６年度編入学試験「音楽科専門試験」

＜実技系＞

１．ソルフェージュ

　　単旋律と簡単な２声の聴音。

２．専攻実技

　ａ．ピアノ専攻

　　(1) J.S.Bach の Das Wohltemperierte Klavier Teil ⅠまたはⅡより任意のフーガ 1 曲。

　　(2) 自由曲 ( １０分程度のもので、J.S.Bach の作品を除く )

　　　 上記 (1)，(2) とも暗譜で演奏のこと。

　ｂ．オルガン専攻

　　　演奏時間１０分程度の自由曲を演奏のこと。複数楽曲も可。

　ｃ．管楽器 ( フルート ) 専攻

　　　演奏時間１０分程度の自由曲を演奏のこと。複数楽曲も可。無伴奏で演奏すること。

　ｄ．弦楽器 ( ヴァイオリン・ヴィオラ ) 専攻

　　　演奏時間１０分程度の自由曲を演奏のこと。複数楽曲も可。暗譜の上、無伴奏で演奏すること。

　ｅ．弦楽器 ( チェロ ) 専攻

　　　演奏時間１０分程度の自由曲を演奏のこと。複数楽曲も可。暗譜の上、無伴奏で演奏すること。

　ｆ．声楽専攻

　　(1)「芸術歌曲」を１曲。

　　(2) オペラまたはオラトリオの「アリア」を１曲。

　　　 上記 (1)，(2) とも暗譜で演奏のこと。

＜文化系＞

器楽演奏

　ピアノまたはその他の楽器で、１０分程度の楽曲を演奏のこと。

　（ピアノ、オルガンおよびハープシコード以外の楽器は、各自持参のこと）
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2016 年度宮城学院女子大学　英文学科編入学生募集要項
(TOEIC 編入学試験 )

○出願資格○

次の 1 ～ 4 のいずれかに該当し、さらに 5 の条件を満たす女子とします。

１．短期大学または高等専門学校を卒業した方および 2016 年 3 月卒業見込みの方。

２．本学以外の大学に 2 年以上在学し、62 単位以上を修得した方および 2016 年 3 月修得見込みの方。

　　（大学在学期間「2 年以上」には、休学期間を含まない）

３．大学を卒業した方および 2016 年 3 月卒業見込みの方。

４．専修学校の専門課程を修了した方のうち、修業年限が 2 年以上で、かつ課程の修了に必要な総授業時

間数が 1,700 時間以上の専門課程を修了した方および 2016 年 3 月修了見込みの方（学校教育法第 90

条に規定する大学入学資格を有する方に限る）

５．TOEIC または TOEFL（3 種類いずれか）を受験し、TOEIC　400 点以上、TOEFL　iBT　40 点以

上、TOEFL　CBT　120 点以上、TOEFL　PBT　435 点以上の方。

　　※ただし、2014 年 4 月 1 日以降に受験したものに限る。

　【注意】

上記 1 ～ 4 の卒業見込み（または修得・修了見込み）による出願資格で受験し、合格して入学

手続を完了した場合であっても、結果として出願資格が満たされなかった場合は、合格は取り

消され、入学手続は無効となります。

○出願書類○

次の 1 ～ 5 の書類を所定の封筒に入れて、簡易書留で本学に郵送してください。（本学窓口では取り扱いません）

1 編入学志願票
本学所定の用紙を用い、銀行で入学検定料を振込み「取扱銀行収納印」を受

けたもの。

2
写真

（縦 4cm ×横 3cm　2 枚）

白黒・カラーとも可。出願日前 3 ケ月以内に撮影し、正面を向いて上半身無

帽のもの。写真裏面に志願学科と氏名を記入し、志願票に貼付すること。

※ 試験時間中に眼鏡をかける方は、眼鏡をかけて撮影のこと。

3
卒業（修了）証明書または

卒業（修了）見込証明書

出願日前 3 ヶ月以内に作成され、発行元で厳封されたもの。なお、4 年制大

学に在学または中途退学している方は、出身大学の在学期間証明書を提出す

ること。

4
単位修得証明書または

単位修得見込証明書

出願日前 3 ヶ月以内に作成され、発行元で厳封されたもの。

( 成績評価を含むもの )

5
TOEIC（またはTOFEL）

得点票
写し

6 編入志願理由書
内容は、志望動機、大学で学びたいこと。

書式自由。800 字程度、英文の場合は 250 語程度。

7 連絡カード 本学所定の用紙に、住所・氏名を明記のこと。

・出願書類がすべてそろっていない場合は受付できませんので、出願の際には十分確認してください。

・出願後の志願学科の変更はできません。

○試験日程○

2015 年 11 月 14 日（土）　集合時間　9：30　 口述試験　10：00 ～

○選考方法○

書類選考・TOEIC( または TOEFL) の点数および英語による口述試験によって総合点で選抜します。

※入学検定料、受験票について、受験上の注意 ( 集合時間は除く )、合格発表、入学手続、納付金額については、

　一般編入学試験と同じです。P.2 ～ 4 をご参照ください。



○長期履修学生制度について○

　大学の入学から卒業までの修業年限は４年（編入学の場合は編入学後２年）となりますが、職業を有して

いる等の理由で、修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業を希望する場合は、

長期履修学生として申請することができます。

　長期履修学生として申請できるのは、有職者や出産・育児・介護等の事情により、いわゆるフルタイム学

生としての履修が困難な事情がある場合です。

　長期履修学生となることを希望する場合は、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】

宮城学院女子大学 学生支援グループ 教務担当　TEL：022-279-4703

学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症に関する注意事項

　入学試験当日、学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症（インフルエンザ、麻疹等）に

かかり治癒していない場合は、他の受験生や監督者等への感染の恐れがありますので、原則として受験

をご遠慮願います。

　該当する症状がある場合は、本学ホームページの入試情報をご確認の上、必ず入試広報担当までご連

絡ください。

資料請求・願書送付・問い合わせ先

 

〒 981-8557　仙台市青葉区桜ケ丘九丁目１番１号

教 育 研 究 支 援 グ ル ー プ 入 試 広 報 担 当

http://www.mgu.ac.jp/

E-mail:nyushi@mgu.ac.jp

TEL.022(279)5837　FAX.022(279)5978


